


2

役　職 氏　名 会　社　名

会　長 山　川　　　章 ㈱ 山川印刷所

副会長 北　村　清　士 ㈱ 東邦銀行

〃 石　本　　　朗 ㈱ 福島丸公

〃 吉　川　　　昭 福島ネオ工業 ㈱

〃 紺　野　晴　郎 ㈲ 紺野経営事務センター

〃 高　橋　道　信 東北コピ－販売 ㈱

〃 齋　藤　高　紀 ㈱ たまのや

〃 渡　邊　博　美 福島ヤクルト販売 ㈱

〃 川　瀬　成　人 ㈱ 川瀬酒販

〃 齋　藤　義　博 ㈱ 丸福織物

〃 馬　場　一　祐 馬場建設 ㈲

〃 日下部　　　勉 ㈱ 日下部工業所

〃 樋　口　久　弥 ㈱ 樋口屋商店

〃 佐　藤　晃　司 ㈱ 富士屋商店

〃 春　日　　　賢 ㈱ フクシマフロンティアヒグチ

専務理事 丹　治　幹　雄

常任理事 野　内　孝　昌 丸公食品 ㈱

〃 富　田　建一郎 ㈱ 福島工作所

〃 最　上　　　諭 ㈱ 総合コンサルタンツ

〃 紺　野　正　雄 ㈱ A 水技研

〃 齋　藤　　　亮 ㈱ プリテックス

〃 長谷川　登喜雄 ㈱ ハセガワ－ク

〃 川　津　博　彰 文化設備工業 ㈱

〃 佐々木　明　子 ㈱ 佐々木自動車

〃 石　森　成　彦 三兄工業 ㈱

〃 千　葉　政　行 ㈱ サンベンディング福島

〃 黒　沢　　　勇 福島信用金庫

〃 伊　藤　康　男 ㈱ 伊藤組

〃 庄　子　隆　二 ㈲ 庄子商店

〃 八　巻　　　巌 ㈲ 梁川丸公

役　職 氏　名 会　社　名

常任理事 阿　部　謙一郎 ㈱ たじまや

〃 青　木　博　一 ㈱ 最賀屋

理　事 古　川　拓　也 ㈱ 第一印刷

〃 梅　宮　勇　造 福島乳業 ㈱

〃 桜　井　元　七 ㈲ 桜井運送

〃 野　尻　榮　一 ㈱ 野尻緑産

〃 加　藤　　　守 協三工業 ㈱

〃 三　浦　康　伸 東開クレテック ㈱

〃 伊　藤　信　弘 ㈱ いちい

〃 加　藤　眞　司 佐藤工業 ㈱

〃 小　幡　勝　也 福島トヨタ自動車 ㈱

〃 三　枝　通　晃 サンヨー缶詰 ㈱

〃 守　山　勝　雄 トーホー産業 ㈱

〃 渡　邉　照　明 ㈱ いますや旅館

〃 大　橋　廣　治 日東物産 ㈱

〃 栗　村　正　紀 新扇堂  ㈱

〃 今　井　　　明 ㈱ 今井会計事務所

〃 風　間　良　一 ㈲ 風間材木店

〃 鈴　木　孝　之 ㈱ 福島映像企画

〃 宮　崎　泰　明 スナンエキスプレス ㈱

〃 後　藤　洋　伸 後藤造園土木 ㈱

〃 亀　谷　典　良 亀谷建設 ㈱

〃 大和田　知　昭 ㈱ 大丸工務店

〃 蒲　倉　達　也 福島リコピー販売 ㈱

〃 大　波　三貴子 ㈱ ピュア企画

〃 桃　井　三　夫 ㈱ 日新土建工業所

〃 引　地　正　樹 ㈱ キョーシン金型

〃 福　地　雅　人 ㈱ フクトウ

〃 鎌　田　宮人莉 ㈲ アメリカン美容院

〃 古　川　節　子 ㈱ 第一印刷

役　職 氏　名 会　社　名

理　事 石　河　徳　雄 富久泉工業 ㈱

〃 日　下　直　哉 ㈱ クサカ印刷所

〃 黒　澤　幸太郎 ㈱ 黒澤工務店

〃 齋　藤　嘉　紀 丸藤ガラス ㈱

〃 佐　藤　正　夫 ㈲ やまろく商店

〃 塩　崎　京　子 （資）   航

〃 多　田　憲　司 共進 ㈱

〃 手　塚　健　一 ㈱ ウェディングエルティ

〃 星　　　　　勇 福島中央青果卸売 ㈱

〃 真　柴　功　一 ㈱ マルセイ

〃 武　藤　利　寛 ㈱ 辰巳屋

〃 村　山　広　一 陽光社印刷 ㈱

〃 高　槻　秀　夫 ㈲ ゑびすやフードセンター

〃 直　江　市　治 ㈱ ナオエ

〃 浅　尾　浩　一 ㈲ 浅尾設備

〃 森　　　敏　夫 森電気工事 ㈲

〃 三　品　清　重 ㈱ アグリテクノ

〃 斎　藤　和　也 ㈲ わくや

〃 丹　野　善　一 福島紅葉漬 ㈱

〃 森　藤　洋　一 森藤食品工業 ㈱

〃 横　山　友　助 桑折ガス ㈱

〃 菊　池　吉　浩 菊池電設工業 ㈱

〃 山　崎　　　明 ㈲ 山崎工務店

〃 佐　藤　　　司 ㈲ 佐藤左官

〃 伊　藤　徳　男 ㈱ 伊藤土木

〃 今　村　完　治 ㈱ 東洋電子

〃 紺　野　栄　二 ㈲ 川俣活版所

〃 佐　藤　雅　己 福島寝装 ㈱

監　事 長谷川　好　美 ㈱ 長谷川実業
〃 鈴　木　武　雄 ㈱ ビジネスサポ－ト

理　事  ・  監　事　名　簿 （敬称略）

　

第
35
回
通
常
総
会
は
、
去
る
5
月
28
日

（木）
午
後
3
時
30
分
よ
り
福
島
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
、
平
山

福
島
税
務
署
副
署
長
様
は
じ
め
来
賓
と
多

く
の
会
員
が
出
席
。

　

議
事
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
多
田
会
長

の
退
任
に
伴
い
、
山
川
副
会
長
が
会
長
に

就
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
議
事
と
し
て
は
、
（1）
平
成
20

年
度
事
業
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承

認
の
件
、
（2）
平
成
21
年
度
事
業
計
画
（案）

並
び
に
収
支
予
算
（案）
承
認
の
件
が
提
案
さ

れ
、
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

平
成
21
年
度
の
事
業
方
針
と
し
て
、
23

年
を
目
途
に
「
公
益
認
定
法
人
」
を
目
指

す
と
と
も
に
、
全
法
連
、
県
連
と
連
携
を

取
り
つ
つ
そ
の
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
、

ま
た
、
県
法
連
が
提
携
し
た
「
法
人
会
・

税
理
士
会
パ
ー
ト
ナ
ー
ロ
ー
ン
」を
Ｐ
Ｒ
・

活
用
し
、
会
員
の
拡
大
や
退
会
防
止
に
努

め
、
ま
た
会
員
の
健
康
増
進
の
た
め
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
も
お
お
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

重
点
施
策
と
し
て
、
（1）
組
織
基
盤
の
強

化
と
会
員
加
入
率
の
向
上
、
（2）
税
の
啓
発

活
動
・
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
、
（3）
研
修

事
業
の
拡
充
・
強
化
、
（4）
税
制
改
正
に
対

山川  章
新会長
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す
る
提
言
・
要
望
、
（5）
福
利
厚
生
事
業
の

推
進
、
（6）
情
報
サ
ー
ビ
ス
強
化
、
（7）
法
人

会
活
動
の
一
般
的
Ｐ
Ｒ
の
実
施
と
し
た
。

　

表
彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
も
行
わ
れ

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　

ま
た
、
仙
台
国
税
局
か
ら
は
多
田
会
長

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

◎
役
員
功
労
者

　
　

多
田
司
朗
（
共
進
㈱
）・
日
下
恒
夫

（
㈱
ク
サ
カ
印
刷
所
）・
菅
野
晋
一
（
丸

進
機
業
㈱
）・
氏
家
又
治
郎
（
㈲
氏
家

酒
店
）・
新
関
昌
一
（
福
島
中
央
青
果

卸
売
㈱
）・
佐
藤
勇
（
㈱
丸
幸
ニ
ッ
ト
）・

大
竹
重
幸
（
㈱
ク
リ
エ
ー
ト
ワ
カ
マ
ツ

ヤ
）・
佐
藤
金
一
（
㈲
佐
藤
工
務
所
）・

斎
藤
善
重
（
丸
藤
ガ
ラ
ス
㈱
）・
村
山

陽
一
（
陽
光
社
印
刷
㈱
）・
斎
藤
正
明

（
富
久
泉
工
業
㈱
）・
岩
見
政
弘
（
㈱
岩

見
）・
手
塚
忠
嘉
（
㈱
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ
）・
高
橋
貴
夫
（
国
見
ガ
ス

住
宅
設
備
㈱
）

◎
会
員
増
強
表
彰

　
　

最
上
諭
（
㈱
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
）・
紺
野
正
雄
（
㈱
Ａ
水
技
研
）

◎
福
利
厚
生
制
度
（
経
営
者
大
型
総
合
保

障
制
度
）
推
進
表
彰

会
員
の
部

〈
金　

賞
〉

　

多
田
司
朗
（
共
進
㈱
）・
石
本
朗
（
㈱

福
島
丸
公
）

〈
銀　

賞
〉

　

鎌
田
宮
人
莉（
㈲
ア
メ
リ
カ
ン
美
容
院
）

〈
銅　

賞
〉

　

引
地
正
樹
（
㈱
キ
ョ
ー
シ
ン
金
型
）・

真
柴
功
一
（
㈱
マ
ル
セ
イ
）

受
託
会
社
職
員
の
部

〈
金　

賞
〉
村
島
誠
（
大
同
生
命
）

〈
銀　

賞
〉
高
野
恭
子
（
大
同
生
命
）

〈
銅　

賞
〉
熊
坂
英
二
・
熊
坂
真
弓
（
大

同
生
命
）

　

総
会
に
先
立
ち
、
午
後
1
時
30
分
よ
り

通
常
総
会
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天

地
人
」
の
原
作
者
で
歴
史
小
説
家
の
火
坂

雅
志
氏
。「
別
冊
歴
史
読
本
」
副
編
集
長

を
つ
と
め
た
の
ち
、「
花
月
秘
挙
行
」
で

作
家
デ
ビ
ュ
ー
。「
新
潟
日
報
」「
福
島
民

報
」
朝
刊
ほ
か
全
国
12
紙
に
、
上
杉
謙
信

の
義
の
心
を
受
け
継
い
だ
直
江
兼
続
の
生

涯
を
描
く
「
天
地
人
」
を
連
載
。

　

講
演
会
で
は
、
直
江
兼
続
が
豊
臣
秀
吉

に
「
天
下
執
柄
の
器
量
人
」、
京
都
の
妙

心
寺
住
職
・
南
化
玄
興
か
ら
「
利
を
見
て

義
を
聞
か
ざ
る
世
の
中
に
、
利
を
捨
て
義

を
と
る
人
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
や
、
上
杉

謙
信
や
兜
の
前
立
て
の
話
等
さ
れ
た
。

　

と
く
に
、
兜
の
前
立
て
に
つ
い
て
は
2

つ
の
説
が
あ
り
、
1
つ
目
は
戦
の
神
・
愛

染
明
王
や
愛
宕
大
権
現
の
「
愛
」
の
頭
文

字
を
つ
け
た
も
の
、
2
つ
目
は
民
を
愛
す

「
愛
」。
北
越
軍
談
付
録
謙
信
公
語
録
の
中

で
孔
子
の
言
葉
と
か
が
出
て
く
る
が
、
仁

（
弱
者
へ
の
思
い
や
り
）・
義
（
公
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
）・
礼
（
礼
儀
）・
知
（
知

恵
）・
信
（
信
頼
）
の
5
つ
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
「
愛
」
が
出

て
く
る
が
、
仁
愛
を
持
っ
て
衆
人
（
民
）

を
哀
れ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。

直
江
兼
続
は
謙
信
の
教
え
を
聞
き
な
が
ら

育
っ
た
の
で
、
民
を
「
愛
」
す
る
愛
で
な

い
か
と
言
う
こ
と
で
、
小
説
で
は
そ
の
よ
う

に
書
い
た
。
但
し
、
2
つ
の
説
が
あ
る
こ

と
は
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
話
さ
れ
た
。

　

作
品
が
大
河
ド
ラ
マ
に
選
ば
れ
た
こ
と

に
も
触
れ
、「
弱
い
も
の
を
守
る
仁
愛
の

精
神
が
大
切
。
天
の
声
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
世
の
中
の
動
き
が
私
の
作
品
を

必
要
と
し
て
い
た
。
今
の
日
本
の
最
も
欠

け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
直
江
兼
続
と
い

う
人
物
の
命
を
か
け
た
生
き
様
の
中
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

戦
国
の
義
将  

直 

江 

兼 

続

第
　
回
通
常
総
会
記
念
講
演
会

３５「
天
地
人
」
を
語
る

「
天
地
人
」
を
語
る

日下恒夫氏

紺野正雄氏真柴功一氏多田会長には仙台国税局より
感謝状が贈呈された
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国
　
税

国
　
税

異
議
申
立
て

　

税
務
署
長
等
の
行
っ
た
更
正
や
決
定
、

滞
納
処
分
な
ど
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
を
行
っ
た
税
務
署

長
等
に
対
し
て
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
異
議
申
立
て
」

と
い
い
ま
す
。

　

異
議
申
立
て
は
、
処
分
の
通
知
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
2
か
月
以
内
に
異
議
申

立
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま

す
。

　

異
議
申
立
書
を
受
理
し
た
税
務
署
長
等

は
、
そ
の
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
調
査
・
審
理
し
、
そ
の
結
果
を
異
議

決
定
書
謄
本
に
よ
り
納
税
者
に
通
知
し
ま

す
。

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
「
こ
ん
な
と
き
は
？
税
の
手
続
ガ
イ
ド
」

　

~

税
務
署
等
の
処
分
に
不
服
が
あ
る

と
き~

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/shiraberu/

ippanjoh
o/pam

ph
/koh

o/guide/
pdf/a-11.pdf

○
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　
「
税
務
署
長
等
の
処
分
に
不
服
が
あ
る

と
き
の
不
服
申
立
手
続
」

地
　
方
　
税

地
　
方
　
税

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/taxansw

er/
fufuku/7200.htm

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

不
動
産
取
得
税
と
は
、
土
地
や
家
屋
を

購
入
し
た
り
、
家
屋
を
建
築
す
る
な
ど
し

て
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

納
め
る
税
額
は
、
取
得
し
た
不
動
産
の

価
格
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、取
得
し
た
不
動
産
の
価
格
と
は
、

原
則
と
し
て
市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
の
こ
と
を
い

い
、
不
動
産
の
購
入
価
格
や
建
築
工
事
費

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
税
率
等
に
つ
い
て
は
、
不
動
産

の
種
類
や
取
得
し
た
時
期
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
の
税
に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
く
ら
し
と
県
税
」

w
w

w
.pref.fukush

im
a.jp/zeim

u/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
地
方
振

興
局
県
税
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
庁
税
務
課
）

　

七
月
は
文 

（
フ
）
月
、
暑
中
見
舞
い
を

書
く
こ
と
か
ら
そ
う
名
ず
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
季
節
に
な
る
と
、

い
つ
も
頭
に
浮
か
ぶ
の
は

　

夕
涼
み　

よ
く
ぞ
男
に
生
ま
れ
け
り
、

と
い
う
江
戸
時
代
の
俳
句
で
す
。
夕
方
の

行
水
を
す
ま
せ
褌
一
本
で
団
扇
を
つ
か
っ

て
涼
を
と
る
、
江
戸
っ
子
の
姿
が
目
に
見

え
る
よ
う
で
す
が
、
ク
ー
ラ
ー
が
こ
う
も

ゆ
き
わ
た
っ
た
昨
今
で
は
、
家
の
中
の
方

が
過
ご
し
や
す
い
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
風
景
は
も
は
や
、
錦
絵

の
世
界
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
昭
和
の
初
め
頃
の
福
島
に
は
そ
の

雰
囲
気
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
な
ぜ
か
信
夫
山
に
は
狐
火
が
あ
や

し
く
見
え
隠
れ
し
て
、
市
民
を
不
思
議
が

ら
せ
ま
し
た
。
昭
和
の
初
め
福
島
に
お
住

ま
い
だ
っ
た
方
は
き
っ
と
ご
記
憶
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
近
ご
ろ
は
ほ
と
ん
ど
語
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
の

で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
福
島
の
昔
話
と
し
て

お
話
し
し
ま
す
。

　

盆
地
で
あ
る
福
島
の
暑
さ
は
昔
か
ら
そ

う
だ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
時
代
の
新
聞
に

も
「
昨
日
の
炎
暑
な
ん
と
八
十
七
度
」
な

ど
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
現
在
の
表

示
法
で
い
う
と
真
夏
日
続
き
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
暑
さ
を
熱
風
を
か
き
回
す
扇

風
機
と
カ
キ
氷
な
ど
で
過
ご
し
て
い
た
の

で
す
か
ら
、
当
時
の
暑
さ
の
我
慢
と
い
う

の
も
大
変
で
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
で
し

た
か
ら
、
陽
の
落
ち
る
夜
を
待
つ
気
持
ち

は
ま
た
一
段
で
す
。
銭
湯
で
一
日
の
汗
を

流
し
、
夕
飯
を
終
え
る
と
よ
う
や
く
夕
闇

が
あ
た
り
を
包
ん
で
き
ま
す
、
そ
れ
を
待

ち
構
え
て
い
た
よ
う
に
、
ど
こ
の
家
で
も

涼
み
台
と
い
う
畳
一
枚
ほ
ど
の
木
製
の
縁

台
を
家
の
前
に
も
ち
だ
し
、
涼
み
を
か
ね

た
社
交
場
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
中
の
熱
気
の
収
ま
る
の
を

ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
夜
の
幾
晩

か
私
た
ち
の
肝
を
冷
や
し
た
の
が
、
信
夫

山
の
中
腹
に
現
れ
る
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
の

行
列
の
灯
で
し
た
。
山
腹
を
五
つ
六
つ
の

黄
色
の
明
か
り
が
点
々
と
横
ぎ
っ
て
行

く
、
い
ち
早
く
見
つ
け
た
だ
れ
か
が
「
狐

火
だ
」
と
叫
ぶ
と
大
人
も
こ
ど
も
も
凍
り

つ
い
た
よ
う
に
静
ま
り
か
え
っ
た
も
の
で

し
た
。
あ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
現
象

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
当
時
お
山
に
は
ご

ん
ぼ
狐
と
い
う
一
族
が
棲
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
長
い
こ
と
彼
ら

の
仕
業
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

し
て
も
、
そ
の
後
彼
ら
は
一
体
ど
こ
に
消

え
た
の
で
し
ょ
う
。
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庭
先
な
ど
に
犠
牲
者
の
墓
石
が
点
在
す
る

光
景
か
ら
は
、
歴
史
転
換
の
鼓
動
と
新
時

代
の
産
み
の
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。

　

最
も
心
を
打
た
れ
た
の
は
大
玉
村
玉
井

の
丘
陵
地
に
あ
る
「
三
十
一
人
墓
」
で
す
。

戊
辰
戦
争
の
折
、
大
玉
村
で
は
有
名
な
母

成
峠
の
戦
い
の
直
前
に「
山
入
り
の
戦
い
」

が
あ
り
、
旧
幕
府
軍
・
伝
習
第
二
大
隊
の

三
十
一
人
が
落
命
し
ま
し
た
。
東
軍
の
犠

牲
者
を
祀
る
こ
と
は
明
治
新
政
府
か
ら
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
十
一
人
は
地

元
の
方
々
に
よ
っ
て
手
厚
く
葬
ら
れ
立
派

な
墓
石
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
時
を
経
て

平
成
3
年
に
は
墓
銘
碑
や
由
来
を
記
し
た

案
内
板
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

墓
銘
碑
に
は
私
の
高
祖
父
の
実
弟
が
戦

死
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
戦

死
の
事
実
は
か
ね
て
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
地
で
郷
土
史
家
の
解
説
に
接
す
る

と
感
慨
が
増
し
ま
す
。
会
津
藩
な
ど
の
奥

羽
列
藩
同
盟
に
加
勢
す
る
た
め
決
死
の
覚

悟
で
遠
征
し
た
旧
幕
府
軍
の
面
々
を
い
っ

そ
う
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。  

　

そ
れ
に
し
て
も
、
縁
あ
っ
て
福
島
に
移

り
住
ん
だ
私
が
一
四
〇
年
前
に
散
っ
た
親

族
の
墓
に
奇
し
く
も
め
ぐ
り
会
う
と
い
う

因
縁
に
感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

　

私
は
犠
牲
者
の
供
養
を
続
け
て
お
ら
れ

る
地
元
の
皆
様
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
史

跡
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

広
報
委
員

　

㈱
福
島
映
像
企
画　

鈴
木　

孝
之

　

 

「
め
ぐ
り
あ
わ
せ
」

　

歴
史
の
舞
台―

史
跡
は
、
先
人
の
葛
藤

や
悲
喜
こ
も
ご
も
を
は
ら
み
な
が
ら
今
日

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

雑
誌
社
主
催
の
史
跡
め
ぐ
り
で
戊
辰
戦

争
の
激
戦
地
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り
、
参

加
し
ま
し
た
。
歴
史
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て

か
、
関
西
な
ど
遠
方
か
ら
の
歴
史
フ
ァ
ン

も
含
め
て
大
勢
の
参
加
者
が
詰
め
掛
け
ま

し
た
。
皆
さ
ん
幕
末
維
新
の
激
動
の
う
ね

り
を
体
感
し
な
が
ら
、
名
を
残
し
た
人
物

や
無
名
の
民
の
生
き
様
な
ど
に
思
い
を
馳

せ
て
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
二
本
松
市
の
霞
ケ
城
公
園

か
ら
大
壇
口
少
年
隊
古
戦
場
、
そ
し
て
本

宮
市
の
米
沢
城
ノ
内
地
区
古
戦
場
な
ど
。

慶
応
4
年
の
戊
辰
戦
争
で
会
津
藩
討
伐
に

押
し
寄
せ
た
新
政
府
軍
（
西
軍
）
と
こ
れ

を
阻
ま
ん
と
す
る
旧
幕
府
軍
（
東
軍
）
と

の
壮
絶
な
戦
い
は
各
地
で
犠
牲
者
を
生
み

ま
し
た
。
今
な
お
墓
地
や
路
傍
、
民
家
の

役
員
給
与
の
減
額
改
定
に
つ
い
て

役
員
給
与
の
減
額
改
定
に
つ
い
て

　

昨
年
の
秋
か
ら
国
内
の
景
気
が
一
気
に

冷
え
込
ん
で
、
県
内
の
会
社
で
厳
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
客
様
と
話
を

す
る
と
、
資
金
繰
り
の
こ
と
や
、
役
員
報

酬
減
額
に
つ
い
て
ど
う
か
と
い
っ
た
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

役
員
報
酬
の
改
定
は
、
減
額
に
つ
い
て

も
税
法
上
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
毎
月
定
額
で
、
決
算
終
了
後
3
ヶ
月

以
内
の
改
定
を
す
る
「
定
期
同
額
給
与
」

を
採
用
し
て
い
る
会
社
で
は
、「
経
営
の

状
況
が
著
し
く
悪
化
し
た
こ
と
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
理
由
」
が
あ
る
場
合
の
み
、

全
額
税
務
上
の
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
「
経
営
の
状
況
が
著
し
く
悪
化
し

た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由
」
に

つ
い
て
法
人
税
基
本
通
達
９
│
２
│
13
を

補
完
す
る
国
税
庁
の
Ｑ
＆
Ａ
が
平
成
20
年

12
月
に
で
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
財

務
諸
表
の
数
値
が
相
当
程
度
悪
化
し
た
こ

と
②
倒
産
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
③

経
営
状
況
の
悪
化
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
第
3
者
で
あ
る
利
害
関
係

者
（
株
主
・
債
権
者
・
取
引
先
・
従
業
員
）

と
の
関
係
上
、
役
員
報
酬
を
減
額
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
て
い
れ
ば
、
経

営
が
悪
化
し
た
状
況
に
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
日
の
状
況
は
大
多
数
の
会
社
で
、
こ

の
「
経
営
状
況
の
悪
化
し
た
こ
と
」
に
該

当
す
る
と
お
も
い
ま
す
。
売
上
の
状
況
、

従
業
員
の
賞
与
カ
ッ
ト
、
外
部
関
係
者
か

ら
の
圧
力
な
ど
悪
い
の
は
当
た
り
前
だ
ろ

う
と
、
今
は
す
ぐ
に
説
明
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
、
税
務
調
査
は
何
年
か
後

に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
、
資
料
を

作
成
し
、
保
管
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
保
管
に
つ
い
て
不
安
な
場

合
、
会
計
事
務
所
に
議
事
録
と
添
付
資
料

の
コ
ピ
ー
を
保
管
し
て
お
い
て
も
ら
う
の

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

取
締
役
会
議
事
録
・
前
年
と
対
比
で
き

る
試
算
表
・
前
年
と
対
比
で
き
る
受
注
表
・

利
益
計
画
書
・
金
融
機
関
等
と
の
や
り
取

り
の
記
録
（
メ
モ
）
な
ど
考
え
ら
れ
る
だ

け
残
し
て
お
け
ば
後
の
説
明
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

佐
藤　

成
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平
成
二
一
年
度
の
改
正
点

（
税
率
・
欠
損
金
の
繰
り
戻
し
還
付
請
求
関
係
）

Ｑ　

中
小
法
人
を
対
象
と
し
た
平
成

二
一
年
度
の
法
人
税
の
改
正
点
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
１　

中
小
法
人
等
の
法
人
税
率
の
特
例

　

中
小
法
人
等
（
注
）
の
平
成
二
一
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

間
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度
の
所
得
金
額
の

う
ち
、
年
八
〇
〇
万
円
以
下
の
金
額
に
対
す

る
法
人
税
の
税
率
が
二
二
％
か
ら
一
八
％
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
中
小
法
人
等
と
は
、次
の
法
人
を
い
い
、

Ａ
２
に
お
い
て
同
じ
で
す
。

①　

普
通
法
人
の
う
ち
各
事
業
年
度
終
了

の
と
き
に
お
い
て
資
本
金
の
額
若
し
く

は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
で
あ
る

も
の
。

②　

公
益
法
人
等

③　

協
同
組
合
等

④　

人
格
の
な
い
社
団
等

Ａ
２　

中
小
法
人
等
の
欠
損
金
の
繰
戻
し

に
よ
る
還
付
の
請
求

　

法
人
税
法
で
は
、
当
期
に
生
じ
た
欠
損
金

を
実
質
的
に
前
期
の
所
得
と
通
算
し
て
法
人

税
額
の
計
算
が
で
き
る
と
い
う
「
欠
損
金
の

繰
戻
し
に
よ
る
還
付
」
の
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
前
ま
で
は
、
解
散
等

が
生
じ
た
場
合
等
の
特
例
を
除
き
、
時
限
立

法
で
一
時
凍
結
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
改
正
で
は
、
現
下
の
経
済
金
融
情
勢
を
踏

ま
え
、
景
気
回
復
の
実
現
に
資
す
る
等
の
観

点
か
ら
、
次
の
と
お
り
中
小
法
人
等
の
み
凍

結
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

【
制
度
の
概
要
】

　

青
色
申
告
書
で
あ
る
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
中
小
法
人
等
は
、
平
成
二
一
年
二
月
一

日
以
後
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て

生
じ
た
欠
損
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

事
業
年
度
（
以
下
「
欠
損
事
業
年
度
」
と
い

い
ま
す
。）
開
始
の
日
前
一
年
以
内
に
開
始

し
た
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
（
以
下
「
還
付

所
得
事
業
年
度
」
と
い
い
ま
す
。）
に
繰
り

戻
し
て
法
人
税
の
還
付
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①　

還
付
所
得
事
業
年
度
か
ら
欠
損
事
業
年

度
の
前
事
業
年
度
ま
で
連
続
し
て
青
色
申

告
書
で
あ
る
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
こ
と
（
白
色
申
告
の
法
人
に
は
こ
の
制

度
の
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。）

②　

欠
損
事
業
年
度
の
確
定
申
告
書
を
青
色

申
告
書
に
よ
り
提
出
期
限
内
に
提
出
し
て

い
る
こ
と
。

③　

確
定
申
告
書
の
提
出
と
同
時
に
欠
損
金

の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
請
求
書
を
提
出
し

て
い
る
こ
と
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
、
欠
損
金
額
が
生
じ
た
事

業
年
度
の
確
定
申
告
書
を
期
限
内
に
提
出
と

同
時
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
所
定

の
事
項
を
記
載
し
た
還
付
請
求
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
還
付
請
求
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
金
額

は
、
還
付
す
べ
き
金
額
の
算
定
を
行
う
時
に

お
い
て
確
定
し
て
い
る
、
イ
・
還
付
所
得
事

業
年
度
の
所
得
金
額
、
ロ
・
法
人
税
額
、
ハ
・

欠
損
事
業
年
度
の
欠
損
金
額
を
基
礎
と
し
て

計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

欠
損
事
業
年
度
の
欠
損
金
額
は
、
還
付
金
額

の
計
算
の
基
礎
と
し
て
法
人
が
還
付
請
求
書

に
記
載
し
た
欠
損
金
額
を
基
礎
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
記
載
額
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

【
記
載
上
の
注
意
】

　

還
付
請
求
書
の
一
五
欄
「
還
付
金
額
」
に

記
載
し
た
金
額
を
、
欠
損
事
業
年
度
の
法
人

税
確
定
申
告
書
（
普
通
法
人
の
場
合
は
、
別

表
第
一
（
一
）
の
こ
と
で
す
。）
の
一
八
欄
「
欠

損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
請
求
税
額
」
の

外
書
及
び
一
九
欄
の
外
書
に
移
記
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

な
お
、
欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
請

求
書
の
様
式
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す
（「
申
告
・
納
税
手
続
」

↓
「
税
務
手
続
の
案
内
」
↓
「
法
人
税
」
↓

「〔
手
続
名
〕
欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付

の
請
求
」）。

☆　

欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
請
求
も

ｅ
┃

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。
ｅ
┃

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
告
納
税
等
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
は
、w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

で
す
。

　

福
島
税
務
署
法
人
課
税
部
門
で
は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
導
入
時
の
出
張
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
操
作
方
法
等
で
お
困
り
の

場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話
〇
二
四
│
五
三
四
│
三
一
二
一
）

中
小
法
人
…
？

「
④
の
人
格
の
な
い
社
団
だ
そ
う
だ
…
」
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▲ 21・5・12
　新設法人説明会

▲ 21・5・15
　平成 21 年度第 1回広報委員会
　・ふくしま法人会ニュース 4・5月号の反省について
　・ふくしま法人会ニュース 6・7月号の編集方針（案）
について

▲ 21・5・18
　平成 21 年度第 1回理事会
　・通常総会提出議案の審議
　・福島県法人会連合会理事・各委員会委員選任承認の件
　・表彰規程に基づく受賞者承認の件

▲ 21・5・25
　青年部会第 2回役員会
　・今年度の事業活動・スケジュールについて
　・委員会メンバー選定について
　・第 1回例会について

▲ 21・5・26
　セミナー「中小企業の後継者対策と事業承継、相続税知識」
　講師 : 鍛冶輝雄氏（東北税理士会福島支部副支部長）

▲ 21・6・11
　決算説明会

▲ 21・6・4
　女性部会役員会
　・今後の事業について
　・県女性連協第 10回会員研修会について
　・社団法人福島法人会女性部会設立 20 周年記念事業
について
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株式会社 サンダーファミリー

蒲倉 久夫氏
（福島市御山字中川原１１６）
（024）526-3626

代表取締役社長

7
2009

　

そ
ろ
そ
ろ
夏
が
や
っ
て
来
る
訳
で
す
が
、

暑
い
季
節
に
な
る
頃
に
は
一
年
の
半
分
以

上
を
経
過
し
て
い
る
と
い
う
の
も
、
少
し

淋
し
い
と
い
う
か
複
雑
な
心
境
に
な
り
ま

す
。
改
め
て
時
間
の
経
つ
早
さ
を
実
感
す

る
季
節
が
私
に
と
っ
て
は
夏
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
が
営
業
と
い
う
職
業
を
す
る

中
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
営
業
が
う
ま
く

い
く
の
か
？
ま
た
社
員
に
ど
ん
な
こ
と
を

言
っ
た
ら
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
？

日
々
考
え
、
悩
ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
意
見
や
考
え
が
あ
る
中
で
、『
営
業
の
予

習
と
復
習
』
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
か
び

ま
し
た
。『
予
習
・
復
習
』
は
学
生
の
頃
に
、

耳
が
タ
コ
に
な
る
く
ら
い
先
生
に
言
わ
れ

た
言
葉
で
す
。
や
っ
た
か
ど
う
か
は
別
で

す
が
・
・
・
。

　
『
営
業
の
予
習
と
復
習
』
と
は
業
種
業
態

に
よ
り
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
立
場

で
考
え
る
と
、
予
習
は
お
客
様
に
訪
問
し

た
際
に
、
お
客
様
に
ど
ん
な
ヒ
ン
ト
を
与

え
ら
れ
る
か
？
そ
の
ヒ
ン
ト
か
ら
お
客
様

の
声
を
聞
き
、
要
望
・
課
題
が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
復
習
は
、
お
聞
き
し
た

要
望
・
課
題
を
ま
と
め
る
。
ま
と
め
る
際

に
自
分
な
り
の
ヒ
ン
ト
を
追
加
し
て
ご
提

案
を
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
を
行
う
こ
と

で
お
客
様
の
業
務
効
率
の
改
善
に
お
役
立

ち
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
の
方
・
営
業
に
携
わ
る
方
に

よ
っ
て
様
々
な
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
の
中
で
、
こ
れ
だ
と
い
う
基
軸

を
作
っ
た
方
は
、
き
っ
と
営
業
の
世
界
で

成
功
で
き
る
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
・
・
・
・
。　
　
　
　
（
高
橋
記
）

　

ア
ヒ
ル
が
出
て
来
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
知
れ

渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
が
ん
保
険「
ア

フ
ラ
ッ
ク
」。最
初
、見
向
き
も
し
な
か
っ
た

国
内
保
険
会
社
が
ア
フ
ラ
ッ
ク
の
成
功
で
、

が
ん
保
険
が
い
き
な
り
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

の
募
集
代
理
店
が
㈱
サ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
そ
の
社
長
が
蒲
倉
久
夫
氏
だ
。
県
内
最
大

の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
。

　

蒲
倉
氏
の
現
在
が
あ
る
の
は
、
福
島
ヤ
ク

ル
ト
の
創
業
者
山
田
広
助
社
長
と
の
出
会
い

が
大
き
い
と
い
う
。
蒲
倉
氏
は
昭
和
二
十
四

年
、
福
島
市
置
賜
町
で
生
ま
れ
、
県
立
福
島

工
業
高
校
で
野
球
部
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の

後
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
、
ブ
ー
ム
に
の
っ
て

プ
ロ
を
目
指
し
て
い
た
と
き
、
山
田
広
助
氏

が
Ｖ
ボ
ウ
ル
を
開
店
し
、
そ
の
時
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
勤
務
、
そ
の
間
ア
マ
チ

チ
ュ
ア
で
全
日
本
代
表
の
一
員
と
し
て
ア
ジ

ア
選
手
権
に
出
場
し
た
ほ
ど
の
腕
前
と
な
っ

た
。
昭
和
五
十
年
Ｖ
ボ
ウ
ル
は
閉
鎖
さ
れ
た

が
、
福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
に
勤
務
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
営
業
を
担
当
し
ヤ
ク
ル
ト

レ
デ
ィ
さ
ん
と
共
に
大
い
に
業
績
を
延
ば
し

た
。
平
成
三
年
か
ら
八
年
間
福
島
ヤ
ク
ル
ト

の
化
粧
品
事
業
部
の
主
務
者
と
し
て
ヤ
ク
ル

ト
ビ
ュ
ー
テ
ィ
さ
ん
と
化
粧
品
の
販
売
に
全

力
を
傾
け
た
。

「
ア
フ
ラ
ッ
ク
が
外
国
の
保
険
会
社
な
の

に
現
在
の
よ
う
に
業
績
を
伸
ば
せ
た
理
由

は
？
」

「
こ
れ
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
使
っ
た
と
い
う
こ

と
と
全
国
法
人
会
総
連
合
と
手
を
結
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

の
会
社
の
ほ
と
ん
ど
と
契
約
が
結
べ
る
と
い

う
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
の
会
社
の
一
人
と
契

約
し
て
も
団
体
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
」

「
凄
い
で
す
ね
。
眼
の
付
け
ど
こ
ろ
が
違
う

と
思
い
ま
す
ね
」

　

平
成
十
一
年
、
福
島
ヤ
ク
ル
ト
の
関
連
会

社
山
田
広
助
社
長
の
サ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

へ
次
長
と
し
て
勤
務
。
こ
れ
も
世
の
中
の
役

に
立
つ
仕
事
だ
と
感
じ
、
親
会
社
福
島
ヤ
ク

ル
ト
の
三
宝
の
精
神
で
励
ん
だ
。

「
そ
の
三
つ
の
宝
と
は
」

「
お
客
様
、取
引
先
、社
員
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
宝
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
精

神
で
す
」

「
社
名
の
サ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
の
は
」

「
山
田
さ
ん
が
始
め
た
か
ら
で
す
。
山
は
サ

ン
と
読
め
る
の
で
そ
れ
に
田
を
つ
け
て
サ
ン

ダ
ー
で
す
。
山
田
さ
ん
の
家
族
で
す
」

「
石
橋
さ
ん
が
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
言
っ
た
の

と
同
じ
で
す
ね
。
笑
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
失

礼
」

　

趣
味
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
福
島
女
子
高
校

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ
で
つ
く
っ
た
「
た

ち
ば
な
マ
マ
ク
ラ
ブ
」
か
ら
始
ま
り
「
一
般

女
子
」
二
チ
ー
ム
の
監
督
を
二
十
八
年
も
続

け
て
い
る
と
い
う
。
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と

が
三
回
も
あ
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
。

　

そ
の
お
陰
で
全
国
に
友
人
が
沢
山
い
る
と

い
う
。
本
人
は
、
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
て
幸

せ
だ
と
思
い
、
仕
事
の
契
約
も
紹
介
が
多
い

と
感
謝
し
て
い
る
。
人
の
気
を
そ
ら
さ
な
い

社
長
の
会
話
の
う
ま
さ
に
感
心
し
て
帰
っ
て

き
た
。

【
七
月
の
こ
よ
み
】

お
盆
「
お
墓
ま
い
り
だ
っ
て
…
」




